
                          

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 奨学金の受給は、修士課程２年目からであり、修士論文の執筆期間でもあり
ました。大量の文献を調べるのに必要となる費用は高いが、奨学金のおかげで
助かりました。 
 
 自分はユーモアという現象に興味を持っていますが、日本におけるユーモア
研究を見てみると、言語学がん連の研究において、漫才や落語などのような舞
台や公開放送に向けた話芸を対象とした研究が盛んになっている一方、一般人
の話に現れるユーモア現象を分析した研究はまだ多くありません。国の文化と
しての話芸研究も大切であるが、民衆が行うユーモア作りは実際の生活により
近いという面で同様に研究する価値があると思われます。さらに、一般人のユ
ーモアの仕組みの解明は日本語教育における自然会話教育にも繋がり、教育現
場でのユーモアの応用も現在注目されつつあります。 
 
 修士課程での研究は、日本人がユーモアを語るときに現れる話の構造上の特
徴を解明しました。博士後期段階の研究では、修士課程の研究を生かし、日中
両国の一般人によるユーモアの話における言語とその構造上の特徴と相違を分
析したいと考えています。 
 
もし日中両国間のユーモアの齟齬が改善されれば、これまで伝わらなかった

ユーモアの伝達が可能になり、日中の異文化コミュニケーション場面に生じる
問題の解決にも繋がると思います。 
 
  

奨学金： JEES日本語教育普及奨学金（検定） 
大 学： 東京外国語大学 
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